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研究概要
HIV感染症の予防、セクシュアルヘルスをテーマに研究しています。
集団レベルでHIVの予防を推進するためには、感染リスクが高いポ
ピュレーションを見極め、その対象者に効果的な予防介入を継続的
に実施することが重要です。
日本では、ゲイ・バイセクシュアル男性におけるHIV/AIDS感染拡
大が最も深刻であり、彼らへのコミュニティベースの予防プログラムの
立案、実施、評価に資する研究を当事者、NGO、行政、医療専
門家、研究者のパートナーシップのもと行ってきました。
平成28-30年度の厚生労働省エイズ対策政策研究事業では、
乾燥血液スポット法（指先にランセット針を刺して取った血液をろ紙
にしみこませ検査機関に送り、スクリーニング結果をWEBで確認する
検査手法）を用いたコミュニティベースでのHIV検査機会の拡大を
行います。

関連する論文
今後の展望／実用化イメージ

通常の保健医療サービスが届きにくいマイノリティ集
団にいかにアクセスし、必要なサービスを提供していく
かは大変難しい課題です。
エイズ分野では、当事者、NGOが大きな力を発揮
し、感染拡大の抑制に貢献してきました。この成果を
目に見える形で残せるような、予防対策に資すること
ができるような研究が必要だと考えています。

HIV感染症の予防、健康行動学、ヘルスプロモーション

ゲイバイセクシュアル男性を対象とした
HIV予防の推進
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エイズ予防の研究や取り組みにおいては、研

究者、NGOや行政、医療、ボランティアの協働

が鍵となります。

研究においても、メンバーそれぞれの専門や

能力を最大限に発揮できるチーム作りを重視

しています。
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少しでも多くの対象に手に取ってもらえるようNGOが
アーティストなどと協働してデザインし作成・配布しています
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